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介護業界を盛り上げよう！！
6月より介護・障害の３つの加算が1本化、
になりました。
３つとは
①処遇改善加算
②特定処遇改善加算
⓷ベースアップ加算
これらが1本化になり新加算となりました。
こちらについては、
弊社スタッフがお知らせとして別紙を持参します
ので、ご確認の上、サイン・捺印をいただくことに
なります。
2024年4月に在宅の訪問介護事業の報酬単価が
１０％下がってことは、まだ、記憶に新しいこと
です。
では、この新加算によって、下がった報酬を
挽回出来ているのでしょうか。

それは、NO！

とんとんに近くはなりますが、まだ、低い状況
ニュースで賃上げの件が取り上げられている中、

報酬が上がらない状況で介護職をまもれるのでしょ
うか。とても疑問が残る今日この頃の介護業界です

自分の「引き際」って考えたことありますか

まだ、梅雨開けていませんが、
連日の猛暑。
みなさま、ご体調はいかがでしょうか。
なんとなく、だるさを感じられている方、多いのではないのでしょうか
さて、ある利用者様と最近、「引き際」について
話すことがよくあります。
役者さん、スポーツ選手、政治家さん、経営者さん、伝統工芸職人さん
などなど。
その利用者様と「ぱっと引き際を上手にできる方」と
「もう見てて忍びなく、引き際を上手く演出できずにいる方」
といらっしゃるよね、と。
その差は何なのだろうか、と・・・・
どちらかというと、スポーツ選手の業界は、引き際が上手に出来て
いるような気がしています。
成績などが数字化で見えるかになるからでしょうか。
引き際を上手にできた方は伝説になっている方が多い、気もしますよね、
引き際、というと少し大げさですが、どの業界も若い世代へバトンを
渡していく、潔さは必要なのではないか、と考えます。

ぶらんちの今を紹介

ご利用者様のみなさま、
今年の夏は昨年を上回る猛暑となっています。
また、３か月予報として
とてつもない猛暑が予想されています。

私たち、在宅介護のスタッフは猛暑の中の
自転車移動が一番といっていいほどの
過酷な試練となっています。

そこで、お願いがあります。

おそらく、7月、8月、9月は

スタッフの健康を考えての移動時間設定をさせて
いただきたいので、いつものサービス提供時間と
時間がずれて訪問させていただく、
ことが、多々あるかと思います。
また、熱中症気味の利用者様も増えており、
いつもの時間より長い滞在サービスになったり
こまめな訪問が必要になったりも
発生しております。
特に、午前中と夕方近い午後の時間。

いつもと違う、はご負担や不安を与えてしまう
のは承知しておりますが、
何卒、ご協力のほどを頂きたく存じます。
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